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令和 2年度 社協事業計画・予算の概要 ・・・・・ 。・
令和2年度 社協会計資金収支予算 (法人本部事業) 。。・
令和2年度 共同募金委員会会計予算 (寄付金サービス区分)他
枝幸町ボランティアセンター情報 他・ 。・・・・・・・
「社会福祉活動助成事業」募集のお知らせ 他・ 。・・・
心配ごと相談所開設のお知らせ 他 。・・・・ 。・・・・

社会福祉及び社協の「社」を目案化し、

「手を取ιl合って日月るい、しあわせな社会を

建設する響」を表現していきす。
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社会福祉協議会 (略称「社協」)は、昭和26年に制定された社会福祉事業法 (現在の「社会福祉法」)
を根拠として設立されている自主的な民間 (社会福祉法人)の社会福祉団体です。
「福祉豊かなまちづ<り 」は、特定の人々や機関、団体だけのものではありません。そこに住むすべて

の人々の生命と暮らしを守り高め、共に暮らせるまちづくりを願うことだと考えます。

社協もそうしたことを願い、様々な人々によって支えられています。
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毎年地区別に実施している「ふれあい交流会」が、今年度1誹

風烈布・音標地区のお年寄りを対象に、風烈布Dミュニティ

センターで開催されました。

当日は、各地区の民生委員さんや自治会の方々 にお手伝し`

頂き参加者3年名が集まって

交流t深めました。

簡単なゲームや軽スボー
1ソ

で体を動かし、昼合時に

行ったビレゴげ―ムで1庁

大し`|こ盛り上がり、楽しし`

ひと時t過きしました。

今和2年 2月 1年日(金)枝幸中学校2年生他57名が

町内の高齢者住宅の除雪ボうレティアを行し`ました。

今年1庁雪が比較的少かった

ですが、慣れない除雪作業に

汗t流しながら、一生懸命行

ってし`ました。

えさしちょう

1,700

共同募金

今和2年 1月 25日 (土)歌登中学校全校生徒

31名及ぴ教員・保護者15名によろ除雪ボう

レティアが行われ、町内

の独居0高齢者住宅の

除雪作業を行し`ました。
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■
基
本
方
針

は
じ
め
に

長
引
＜
経
済
不
況
、
核
家
族
化
・少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
福
祉
を
取
り
巻
＜
環
境
が
大
き
＜
変
化
し
、
様
々
な
福

祉
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
、
防
災
・防
犯
、
環
境
保

全
と
い
っ
た
住
民
に
直
結
す
る
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
本
会
に
お
い
て
も
助
成
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
を
図
れ
る
よ
う
、
基
本
方
針
を
も
と
に
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

共
同
募
金
は
助
成
を
通
じ
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
解
決
を
担
う
活
動
主
体
の
育
成
や
活
動
主
体
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
に
よ
る
住
民
参
加
を
促
進
し
、
地
域
に

暮
ら
す
人
々
が
共
に
助
け
合
い
。支
え
合
い
、
「住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
事
の
で
き
る
町
づ
＜
り
」を
目
指

し
、
ま
た
助
成
に
よ
る
活
動
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
世
論
の
喚
起
や
制
度
の
見
直
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
な
ど
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
も
、
住
民
参
加
型
の
運
動
を
目
指
し
、
関
係

機
関
が

一
体
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
住
民
、
自
治

会
・町
内
会
、
民
生
委
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な

共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
に
と
つ
て

わ
か
り
や
す
＜
透
明
性
の

あ
る
、
参
加
し
や
す
い
運

営
を
行
い
情
報
公
開
に
努

め
ま
す
。
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5,300

寄附金合計

9,184
単位 :千円

雑収入 1

共同募金配分金

7,481

藪閥共同募金以

外寄附金等

災害たす|ナあい

義援金収入 1
共同募金以外

寄附金配分金 3
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